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全部床義歯装着者の顎堤粘膜圧痛閾値が
咀噛能力に及ぼす影響






















































す る11)ことが報告 されている。 この咬合力は加齢
による筋収縮力の減衰に伴い減少 し,全部床義歯
装着者の場合 は天然歯列者 に比較 し臼歯部で約









部位差,年 齢差や性差 などが報告 されてきた。最
近では,Tanakaら16)が顎堤粘膜 の圧痛閾値 を測
定 し,義歯装着時の咬合力が圧痛閾値 を減 じてい
ると報告 している。しか し,義歯装着 と顎堤粘膜





及ぼす効果,お よび咬合力 と咀嚼値 との相互関連
について検討 した。















編集 した臨床実習マニュアルに準 じて製作 した。








試適 し,PIPに より義歯床粘膜面 と義歯床下粘







大す るとの報告17)をもとに,当 教室が開発 した咀
嚼筋筋力 トレーニングである噛み しめ訓練を行 う
群と訓練 を行わずに経過を観察する群に被験者 を
分けた。
噛み しめ訓練 を行 う実験群 の10名(男性7名,
女性3名,平 均年齢65.5歳)には,5秒 間の最大
噛み しめを30秒の休息 をおいて5回 行い,こ れ









この噛み しめ訓練 を実験群の10名に行 わせた。











週 とし,必要に応 じて全部床義歯の調整 を行った。









顎堤粘膜 に荷重を加 え,疼痛が発現す る最小の力
を感圧センサで測定するものであり,測定装置 と
被験者が疼痛発現 を術者に知 らせる伝達装置から
構成 されている(図1)。測定装置 は,顎 堤粘膜
加圧子 と感圧センサ(SF-5-LT,イナバゴム社)
を先端に組み込んだハ ン ドピースと,電圧信号を
伝達す るための処理回路(イ ナス トマーH処 理回
路,イ ナバ ゴム社),およびデータの記録 ・解析
装置から構成 されている。顎堤粘膜の加圧子先端




セ ンサの厚 さは約1mm,感 圧部面 積は5×5
mmで,測 定範囲は0～3kg/cm2である。処理回
路 は感圧センサが感受 した圧力をコンピューター
に転送 し,圧力分布状態 をリアル タイムでディス
プレイに表示 ・記録す る。伝達装置は被験者が圧














測定部位指示板を製作 した。 まず,被 験者の模型
から加圧形成器(エ ルコプレス,エ ルコデン ト)
を用い,厚 さ1.5mmのアク リル プレー ト(エル
コデュール,エ ルコデン ト〉 を加圧形成,ト リミ
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にあて,「押 されている」感覚が 「痛み」 に認知
変化 した時点でハ ンドスイッチを押すよう指示 し
た。加圧子を測定部位の顎堤 と垂直になるよう固









として座位 をとらせ,咬 合力測定 フィルムを挿入,
固定 し3秒間の最大噛み しめを行うよう指示 し,
3分間のインターバルをおいて3回 の測定 を行っ
た。採取 した咬合力測定フィル ムを咬合力測定器
で解析 し,3回 の測定値の平均値 を咬合力とした。
6.咀嚼値の測定
咀嚼能力としてManlyら18)の方法による咀嚼値
を求めた。乾燥ピーナ ッツ3gを 被験者 に20回咀




間乾燥させた後,電 子秤 を用いて秤量した。得 ら
れた重量から飾 を通過 した重量を求め,3gに 対
する百分率 を算出 して咀嚼値 とした。
7.観察期間










また,顎 堤粘膜圧痛閾値 に対 して は各測定時









































同日内において繰 り返 し測定 した 日内変動と,日
を異にして測定 した日間変動 を調べた(表1,2)。











































g,左側 が一7-1gの値 となり,明 らかな左右差
を示 さなかった。 また,実 験群の24週後では右




























向 を示 したが,そ れ以降は低下 し,24週後では





増加 を示 し,そ れ以降は低下 し,24週後 には装
着直後 と同等の値 となった。 これに対 して,実 験
群では12週後 まで増加が続 き,+49.8Nの変化量




め られなかったが,実 験群では4週 後か ら24週
後の測定時期で有意に増加 した(図13)。
義歯装着時の咀嚼値 を基準 とした各測定時期の
変化量 をみ ると,対 照群では12週後に+4.0%の
増加がみられたが,そ れ以降は低下 し,24週後に
















と対照群 よりも大 きな変化 を示 した。相互関連 を
みると圧痛閾値の経時的な上昇に伴い,咬 合力と
咀嚼値 も増加 し,相互に関連 していることが示 さ
れた(図15)。
(11)











義歯を装着 して食物 を咀嚼 した際,顎 堤粘膜に
疼痛が生 じると咀嚼時の咬合力が抑制 される。こ
の咀嚼時咬合力の抑制は食物の粉砕能力を減衰 さ
せ,結 果 と して咀嚼能力の低下を招 く。咀嚼能
力の低下は義歯の予後に重大な影響を与 えること
か ら,顎 堤粘膜の疼痛 に対 して は術者 と患者の
両者 とも関心が高 い。この顎堤粘膜 の疼痛は圧
痛閾値 として測定 され,最 近ではOgimotoら19)に
より顎堤粘膜用の圧痛閾値測定装置が開発され,








堤粘膜 の圧痛閾値 を調査 したTanakaら16)は,疼
痛 を発す る荷重 は平均で約400gであ り,最大で
も約600gであったと報告 している。本装置に応

























は低 く,これまでの報告 と同様の結果が得 られた。
また,測 定部位別の圧痛閾値 をみると,前歯部か
ら臼歯部に向かうに したがい圧痛閾値が上昇す る




る口腔粘膜の感覚 とも同じ傾向を示 してお り,口
腔粘膜に特有の感受性であると考えられる。
3.咬合力の変化 について








影響 を及ぼす といわれている。それは,歯 根膜 を
麻酔すると咬合力が増加すること,前歯よりも臼
































































gから-1.2gの変化量で推移 し,実 験期 間を通
して明らかな変化が認め られなかった。 これに対
して,実 験群 では圧痛閾値が12週後まで経時的
に増加 した。その後は緩やかな変化 を示 し,24
週後には+103.7gの上昇が認められた。
2.咬 合 力 は,対 照 群 で は+33.1Nから一
17.4Nの変化量で推移 し,実験期間を通 して大き




これに対 して,実 験群では,4週 後 に+9.4%を
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